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●真の豊かさを実感できるまちづくりのために 
　　平成１９年度予算のあらまし………………Ｐ2～5 
●地域の環境をみんなで守ろう！ 
　　「農地・水・環境保全向上対策」…………Ｐ6～7 
●すべてにやさしい人間の育成 
　　平成１９年度教育目標・重点目標及び重点施策……Ｐ8～9

　４月４日、平成１９年度新郷保育所入所式が行わ 
れました。　　 
　奥川・新郷地区の児童数が減少し、健全な保育所 
運営が難しくなったため、今年度から、新郷地区児 
童１０名と奥川地区児童４名を、新郷保育所におい 
て保育することになりました。 
　児童たちは、例年よりにぎやかな入所式にうれし 
そうに、新しい友だちとも仲良く遊んでいました。 

友だちたくさんできるかな… 友だちたくさんできるかな… 
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一
般
会
計
は
行
政
運
営
を
行
う
た

め
の
基
本
的
な
経
費
で
す
。
 

　
国
の
平
成
　
年
度
地
方
財
政
計
画

に
よ
る
と
、
極
め
て
厳
し
い
地
方
財

政
の
現
況
等
を
踏
ま
え
、
歳
出
面
に

お
い
て
は
歳
出
全
般
に
わ
た
っ
て
見

直
し
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
歳
出
総

額
の
計
画
的
な
抑
制
を
図
る
一
方
、
 

歳
入
面
で
は
地
方
税
負
担
の
公
平
適

正
化
の
推
進
と
、
安
定
的
な
財
政
運

営
に
必
要
な
地
方
税
・
地
方
交
付
税

な
ど
の
一
般
財
源
総
額
の
確
保
を
図

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
所
得
税
 

か
ら
住
民
税
へ
の
税
源
移
譲
や
定
率
 

減
税
の
廃
止
に
よ
り
、地
方
税
を
　
 

７
％
の
伸
び
と
見
込
む
一
方
、
所
得
 

譲
与
税
が
廃
止
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
 

地
方
譲
与
税
は
　
　
０
％
の
減
、
定
 

率
減
税
の
廃
止
に
伴
い
地
方
特
例
交
 

付
金
は
　
　
８
％
の
減
、
地
方
交
付
 

税
は
税
収
の
増
が
見
込
め
る
こ
と
か
 

ら
４
　
４
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
本
 

町
の
平
成
　
年
度
当
初
予
算
は
、
自
 

立
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
効
率
的
 

な
行
財
政
の
実
現
を
図
る
た
め
、
歳
 

入
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
財
 

源
の
重
点
的
か
つ
効
率
的
な
配
分
と
 

自
立
宣
言
に
沿
っ
た
独
自
の
特
色
あ
 

る
ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
る
 

こ
と
の
で
き
る
予
算
と
す
べ
く
編
成
 

し
ま
し
た
。
 

　
歳
入
で
は
、
税
源
移
譲
や
定
率
減
 

税
の
廃
止
か
ら
町
税
が
伸
び
た
も
の
 

の
、
地
方
譲
与
税
や
特
例
交
付
金
が
 

大
幅
な
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
 

地
方
交
付
税
も
減
少
す
る
見
込
で
す
。
 

こ
の
た
め
不
足
す
る
財
源
と
し
て
財
 

政
調
整
基
金
（
町
貯
金
）
等
か
ら
の
 

繰
入
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
 

　
歳
出
で
は
、
道
路
新
設
改
良
費
が
 

減
少
し
ま
し
た
が
、
災
害
復
旧
に
要
 

す
る
経
費
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
デ
ジ
 

タ
ル
化
に
要
す
る
経
費
が
増
額
と
な
 

っ
て
い
ま
す
。
 

　
そ
の
結
果
、
一
般
会
計
予
算
総
額
 

は
　
億
９
　
２
０
０
万
円
と
な
り
、
 

前
年
度
に
比
べ
て
２
　
２
％
の
増
と
 

な
り
ま
し
た
。
 

  『
歳
　
入
』
 

　
歳
入
の
項
目
別
の
構
成
比
は
、
国
 

か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税
が
最
 

も
多
く
、
次
い
で
町
税
、
町
債
（
借
 

入
金
）、県
支
出
金
、
国
庫
支
出
金
の
 

順
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
そ
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
が
、
 

税
源
移
譲
等
に
よ
り
町
税
が
増
と
な
 

る
一
方
、
地
方
譲
与
税
や
地
方
特
例
 

交
付
金
が
減
少
し
た
結
果
、
依
存
財
 

源
（
国
や
県
が
金
額
を
決
定
し
交
付
 

す
る
も
の
）
が
昨
年
度
よ
り
１
　
２
 

ポ
イ
ン
ト
減
少
し
ま
し
た
。
し
か
し
 

依
然
と
し
て
　
　
１
％
と
高
い
比
率

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
自
主
財
源
（
町
 

税
や
使
用
料
・
手
数
料
な
ど
、
町
が
 

一
般
会
計
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自
主
的
に
収
入
す
る
も
の
）
の
確
保
 

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

 【
依
存
財
源
】
 

 「
地
方
交
付
税
」
 

　
国
の
配
分
総
額
が
減
少
し
た
こ
と
 

や
、
算
定
の
基
礎
と
な
る
人
口
の
減
 

少
、
計
算
の
簡
素
化
を
図
る
た
め
の
 

新
型
交
付
税
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、
 

前
年
度
当
初
予
算
と
の
比
較
で
は
２
 

０
０
０
万
円（
０
　
８
％
）の
減
（
前
 

年
度
交
付
決
定
額
と
の
比
較
で
は
１
 

億
２
　
４
６
７
万
円（
４
　
６
％
）の
 

減
）
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
 

歳
入
予
算
に
占
め
る
割
合
は
昨
年
度
 

よ
り
１
　
５
ポ
イ
ン
ト
減
っ
て
 

７
％
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
 

「
町
債
（
借
入
金
）」
 

　
道
路
や
施
設
を
整
備
す
る
た
め
に
 

借
り
入
れ
る
お
金
で
、
県
知
事
の
許
 

可
に
よ
り
借
り
て
い
ま
す
。
道
路
新
 

設
改
良
に
要
す
る
借
り
入
れ
は
減
り
 

ま
し
た
が
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
デ
ジ
 

タ
ル
放
送
に
必
要
な
設
備
や
伝
送
路
 

改
修
の
費
用
を
見
込
ん
だ
こ
と
か
ら
、
 

６
　

５
２
０
万
円（
　
　

７
ポ
イ
ン
ト
）
 

の
増
と
な
り
ま
し
た
。
 

 「
県
支
出
金
」
 

　
耐
雪
型
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
整
備
に
つ
 

い
て
は
、
設
置
棟
数
の
減
少
か
ら
減
 

額
と
な
り
ま
し
た
が
、
災
害
復
旧
事
 

業
費
の
増
額
や
国
・
県
の
選
挙
に
要
 

す
る
経
費
、
新
た
に
森
林
環
境
交
付
 

金
が
増
額
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、５
 

７
９
９
万
円
（
　
　
３
％
）
の
増
と
 

な
り
ま
し
た
。
 

 「
国
庫
支
出
金
」
 

　
災
害
復
旧
に
係
る
経
費
は
増
え
た
 

一
方
、
道
路
新
設
改
良
事
業
の
一
部
 

完
了
や
除
雪
機
械
の
購
入
補
助
金
が
 

な
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
７
９
７
 

万
円
（
３
　
８
％
）
の
減
と
な
り
し
 

ま
し
た
。
 

 【
自
主
財
源
】
 

 「
町
税
」
 

　
税
源
移
譲
や
定
率
減
税
の
廃
止
な
 

ど
に
よ
り
個
人
住
民
税
が
増
え
た
こ
 

と
な
ど
か
ら
、４
　
５
８
７
万
円（
　

％
）
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
 

 「
繰
入
金
」
 

　
不
足
す
る
財
源
と
し
て
、
財
政
調
 

整
基
金
か
ら
１
億
２
　
０
０
０
万
円
 

（
前
年
度
比
６
　
０
０
０
万
円
増
）

を
繰
入
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
４
　

２
３
５
万
円
（
　
　
８
％
）
増
と
な

り
ま
し
た
。
 

 「
使
用
料
及
び
手
数
料
」
 

　
新
た
に
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
デ
ジ
タ
 

ル
放
送
の
使
用
料
が
見
込
め
る
こ
と
 

や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
使
用
料
が
増
 

え
る
見
込
み
か
ら
１
９
８
万
円（
１

８
％
）
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
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歳出合計 
49億9,200万円 

総務費総務費 
23.5％ 

公債費公債費 
16.9％ 

民生費民生費 
16.3％ 

土木費土木費 
10.1％ 

衛生費衛生費 
8.9％ 

教育費教育費 
7.3％ 

その他その他 
4.5％ 消防費消防費 

3.9％ 

農林水産業費農林水産業費 
8.6％ 

総務費 
23.5％ 

公債費 
16.9％ 

民生費 
16.3％ 

土木費 
10.1％ 

衛生費 
8.9％ 

教育費 
7.3％ 

その他 
4.5％ 消防費 

3.9％ 

農林水産業費 
8.6％ 

依存財源　依存財源　79.1％ 

自主財源自主財源 
20.9％ 

使用料及び手数料 
2.3％ 

歳入合計 
49億9,200万円 

依存財源　79.1％ 

自主財源 
20.9％ 

地方交付税地方交付税 
51.7％ 

町債町債 
11.6％ 

県支出金県支出金 
6.9％ 

国庫支出金国庫支出金 
4.1％ 

その他その他 
4.8％ 

町税町税 
12.6％ 

その他その他 
3.03.0％ 

繰入金繰入金 
3.0％ 

地方交付税 
51.7％ 

町債 
11.6％ 

県支出金 
6.9％ 

国庫支出金 
4.1％ 

その他 
4.8％ 

町税 
12.6％ 

その他 
3.0％ 

繰入金 
3.0％ 
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 『
歳
　
出
』
 

　
歳
出
を
項
目
的
に
見
る
と
、
総
務
 

費
が
最
も
多
く
、次
い
で
公
債
費（
借
 

入
金
の
返
済
）、
民
生
費
、土
木
費
の
 

順
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
 

す
。
 

 「
総
務
費
」
 

　
町
の
一
般
管
理
経
費
を
は
じ
め
、
 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
運
営
経
費
や
生
活
 

バ
ス
運
行
費
、
さ
ゆ
り
公
園
等
の
施
 

設
管
理
に
必
要
な
経
費
を
計
上
し
ま
 

し
た
。
　
 

　
前
年
度
と
の
比
較
で
は
、
ケ
ー
ブ
 

ル
テ
レ
ビ
デ
ジ
タ
ル
化
に
要
す
る
経
 

費
で
１
億
８
　
４
９
５
万
円
、
選
挙
 

に
要
す
る
経
費
で
３
　
４
６
１
万
円
 

が
増
額
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
 

２
億
９
９
２
万
円
（
　
　
８
％
）
の
 

増
と
な
り
ま
し
た
。
 

 「
公
債
費
」
 

　
借
り
入
れ
の
返
済
が
一
部
完
了
し
 

た
こ
と
か
ら
１
　
３
２
９
万
円（
１
 

６
％
）
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
 

「
民
生
費
・
衛
生
費
」
 

　
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携
に
よ
 

る
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
に
係
る
経
費
や
子
 

育
て
支
援
に
係
る
経
費
、
各
種
検
診
 

等
に
係
る
経
費
な
ど
を
計
上
し
ま
し
 

た
。
 

　
前
年
度
と
の
比
較
で
は
、
新
た
に
 

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
負
担
金
や
継
 

続
的
評
価
分
析
支
援
事
業
に
係
る
経
 

費
を
計
上
し
ま
し
た
が
、
在
宅
健
康
 

管
理
シ
ス
テ
ム
購
入
費
が
減
と
な
っ
 

た
こ
と
な
ど
か
ら
２
　
６
１
１
万
円
 

（
０
　
２
％
）の
減
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
 

「
土
木
費
」
 

　
生
活
環
境
整
備
を
図
る
た
め
、
前
 

年
度
に
引
き
続
き
野
沢
柴
崎
線
と
徳
 

沢
３
号
線
の
道
路
改
良
に
必
要
な
経
 

費
を
計
上
し
ま
し
た
が
、
上
原
西
２
 

号
線
と
下
野
尻
宝
川
線
の
工
事
完
了
 

に
伴
い
６
　
１
０
０
万
円
（
　
　
７

％
）
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
 

「
農
林
水
産
業
費
」
 

　
前
年
度
に
引
き
続
き
、
健
康
な
土
 

づ
く
り
と
健
康
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
の
通
 

年
栽
培
を
行
う
た
め
耐
雪
型
パ
イ
プ

ハ
ウ
ス
整
備
費
を
計
上
し
ま
し
た
。
 

さ
ら
に
新
た
な
事
業
と
し
て
、
各
自

治
区
の
環
境
整
備
を
図
る
た
め
、
農
 

地
・
水
・
農
村
環
境
保
全
向
上
活
動
 

支
援
事
業
費
及
び
森
林
環
境
税
事
業
 

で
あ
る
森
林
環
境
交
付
金
事
業
費
、
 

農
道
や
用
水
路
整
備
の
た
め
の
県
営
 

中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
負
担
金
 

を
計
上
し
ま
し
た
が
、
土
地
改
良
事
 

業
の
元
利
償
還
補
助
金
の
減
額
や
、
 

耐
雪
型
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
整
備
で
は
設
 

置
棟
数
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
 

前
年
度
に
比
べ
て
３
　
３
３
６
万
円
 

（
７
　
２
％
）の
減
と
な
り
ま
し
た
。
 

,

,

,

,

,

,

. .

.10

.

21.

総務費　　１１億７，２８１万円（２１．８％） 
　住民自治基本条例策定費　　　　　　　２５４万円 
　温泉管理業務委託料　　　　　　　３，１７５万円 
　さゆり公園管理業務委託料　　　　４，１８０万円 
　国際芸術村事業（委託料他）　　　　　８６３万円 
　道の駅・物産館経費　　　　　　　　　９７１万円 
　ケーブルテレビ運営事業費　　　　６，７８５万円 
　ケーブルテレビデジタル化事業　２５，４４９万円 
　生活バス運行事業費　　　　　　　４，０１０万円 
　インターネット運営事業費　　　　２，３１０万円 
　町議会議員選挙費　　　　　　　　　　８００万円 
　参議院議員補欠選挙費　　　　　　　　８５９万円 
　参議院議員通常選挙費　　　　　　１，１３０万円 
 
 
 
 
 
民生費　　　８億１，２９７万円　（１．８％） 
　シルバー人材センター活動費補助金　　２７９万円 
　老人保護措置支弁費　　　　　　　２，１３９万円 
　地域ふれあいセンター運営事業委託料　９９５万円 
　継続的評価分析支援事業　　　　　　　２７０万円 
　後期高齢者医療広域連合負担金　　　　４４８万円 
　重度心身障がい者医療費給付事業　１，７５０万円 
　知的障がい者施設訓練等支援費　　２，０３１万円 
　障がい者就労継続支援訓練等給付費　１，４０６万円 
　児童手当　　　　　　　　　　　　４，８５８万円 
　保育所業務委託料　　　　　　１億７，２３２万円 

衛生費　　　４億４，２６４万円（△８．４％） 
　高齢者インフルエンザ予防接種事業委託料　１，０５２万円 
　各種検診事業委託料　　　　　　　４，８４０万円 
　食育・栄養調査事業委託料　　　　　　２８０万円 
　喜多方広域市町村圏組合負担金（ごみ・し尿処理ほか）　６，８３８万円 
　ごみ収集委託料　　　　　　　　　３，４００万円 
 
 
 
 
 
 
農林水産業費　４億３，０９１万円（△７．２％） 
　中山間地域等直接支払事業　　　　６，３６４万円 
　園芸ハウス整備事業　　　　　　　１，６２６万円 
　県営中山間地域総合整備事業負担金　　３００万円 
　農地・水・農村環境保全向上活動支援事業地域協議会負担金　１，２２５万円 
　林道開設舗装改良事業　　　　　　３，９００万円 
　森林整備推進事業委託料　　　　　　　７７０万円 
 
商工費　　　　　４，５６１万円（△０．７％） 
　町商工会育成補助金　　　　　　　　　２７０万円 
　観光費　　　　　　　　　　　　　　　５２９万円 
 
土木費　　　　５億７１４万円（△１０．７％） 
　町道補修事業　　　　　　　　　　１，２３０万円 
　除雪機械購入費　　　　　　　　　　　６３０万円 
　除雪費　　　　　　　　　　　　　１億６００万円 
　道路新設改良舗装費（改良２）１億８，２４６万円 
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歳入歳出予算総括表 
（単位：千円・％） 

会　　計　　名 平成19年度 
予　算　額 

4,992,000 

88,675 

5,506 

19,868 

212,052 

378,390 

32,896 

1,312,482 

1,104,103 

397,738 

789,610 

107,392 

9,440,712 

157,148 

74,598 

9,672,458

平成18年度 
予　算　額 

4,885,000 

88,675 

5,506 

27,149 

204,485 

346,886 

35,776 

1,293,242 

990,227 

434,506 

785,045 

111,046 

9,207,543 

162,270 

66,852 

9,436,665

増減額 

107,000 

0 

0 

△7,281 

7,567 

31,504 

△2,880 

19,240 

113,876 

△36,768 

4,565 

△3,654 

233,169 

△5,122 

7,746 

235,793

増減率 

2.2 

0.0 

0.0 

△26.8 

3.7 

9.1 

△8.1 

1.5 

11.5 

△8.5 

0.6 

△3.3 

2.5 

△3.2 

11.6 

2.5

一 般 会 計  

工業団地造成事業特別会計 

商業団地造成事業特別会計 

住宅団地造成事業特別会計 

下水道施設事業特別会計 

農業集落排水処理事業特別会計 

個別排水処理事業特別会計 

老人保健特別会計 

 

 

介護保険特別会計 

簡易水道等事業特別会計 

　 計 　  

 

　 　 　 　  

　 合 　 計 　  

事業勘定 

診療施設勘定 

収益的収支 

資本的収支 

水道事業 

会　　計 

国民健康保険 

特別会計 

「
教
育
費
」
 

　
児
童
生
徒
の
学
力
向
上
と
学
校
教
 

育
環
境
の
充
実
を
図
る
た
め
、
小
学
 

校
の
パ
ソ
コ
ン
の
更
新
経
費
及
び
教
 

師
用
の
パ
ソ
コ
ン
増
設
経
費
、
複
式
 

学
校
緩
和
対
策
事
業
費
や
障
害
児
学
 

習
支
援
事
業
費
、
放
課
後
子
ど
も
プ
 

ラ
ン
推
進
事
業
（
学
童
保
育
）
な
ど
 

の
経
費
を
計
上
し
ま
し
た
。
な
お
、
 

中
学
校
周
辺
環
境
整
備
工
事
費
が
減
 

と
な
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
６
２
５
 

万
円
（
１
　
７
％
）
の
減
と
な
り
ま
 

し
た
。
 

     『
下
水
道
事
業
』
 

　
野
沢
下
小
屋
地
内
の
供
用
区
域
拡
 

大
と
本
町
地
内
の
舗
装
復
旧
工
事
、
 

野
尻
地
区
の
管
路
工
事
を
実
施
す
る
 

ほ
か
、
橋
屋
及
び
八
重
窪
地
区
の
個
 

別
浄
化
槽
整
備
を
進
め
る
こ
と
と
し
 

ま
し
た
。
 

 『
国
民
健
康
保
険
』
 

　
国
民
健
康
保
険
に
係
る
各
種
給
付
 

の
ほ
か
、
健
康
の
保
持
増
進
、
医
療
 

費
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
健
康
寿
 

命
延
伸
事
業
委
託
料
と
人
間
ド
ッ
ク
 

検
診
委
託
料
を
計
上
し
ま
し
た
。
ま
 

た
加
入
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

前
年
度
に
引
き
続
き
支
払
準
備
基
金
 

か
ら
２
　
０
０
０
万
円
の
繰
入
金
を
 

「
消
防
費
」
 

　
消
防
施
設
の
充
実
を
図
る
た
め
、
 

小
型
動
力
ポ
ン
プ
軽
積
載
車
更
新
の
 

経
費
を
計
上
し
た
ほ
か
、
消
防
費
広
 

域
負
担
金
な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。
 

             計
上
し
ま
し
た
。
 

　
診
療
施
設
で
は
、
群
岡
診
療
所
の
 

内
視
鏡
を
更
新
し
、
医
療
施
設
の
充
 

実
に
努
め
ま
す
。
 

 『
介
護
保
険
事
業
』
 

　
介
護
保
険
に
係
る
各
種
給
付
の
ほ
 

か
、
介
護
や
支
援
が
必
要
な
状
態
に
 

な
ら
な
い
よ
う
介
護
予
防
事
業
と
し
 

て
、
機
能
回
復
訓
練
送
迎
車
運
行
業
 

務
委
託
料
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
 

ー
業
務
委
託
料
、
温
泉
リ
ハ
ビ
リ
プ
 

ー
ル
管
理
業
務
委
託
料
、
在
宅
介
護
 

者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
サ
ー
ビ
ス
委
託
料
 

な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。
 

.
, 特

別
会
計
 

消防費　　１億９，４８０万円　（△３．９％） 
　喜多方広域市町村圏組合負担金（消防費）　１億３，１８０万円 
　消防施設費（小型動力ポンプ軽積載車）４３０万円 
 
 
 
 
 
 
 
教育費　　３億６，４３４万円　（△１．７％） 
　障害児学習支援事業　　　　　　　　　５０７万円 
　アントレプレナ－委託料　　　　　　　１２７万円 
　スクールバス運行費　　　　　　　４，４８５万円 
　小学校施設改修事業（新小給水管）　　３９９万円 
　耐震診断委託料（尾野本小）　　　　　１６０万円 
　教育用コンピュータ（小・中学校）１，０６９万円 
　複式学級緩和対策事業　　　　　　　　７７０万円 
　放課後子どもプラン推進事業（学童保育）　２７６万円 
 
災害復旧費　　８，８３５万円（１５４．３％） 
　農業施設災害復旧費　過年災　　　２，８５０万円 
　農業施設災害復旧費　現年災見込　　　３０５万円 
　林業施設災害復旧費　現年災見込　　　２３９万円 
　公共土木災害復旧費　過年災　　　３，０２８万円 
　公共土木災害復旧費　現年災見込　１，１８０万円 
 
公債費　　８億４，３８５万円　（△１．６％） 
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                町
全
体
で
取
り
組
み
ま
す
 

　
本
事
業
の
実
施
単
位
は
、原
則「
集
 

落
単
位
」
と
な
っ
て
お
り
、
他
町
村
 

で
は
、
数
集
落
、
数
地
域
の
取
り
組
 

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
本
町
 

に
お
い
て
は
、
現
在
、
町
が
進
め
て
 

い
る
「
協
働
に
よ
る
自
立
の
ま
ち
づ
 

く
り
」
の
方
針
に
併
せ
た
事
業
と
し
 

て
、
町
全
域
で
一
体
と
な
っ
て
取
り
 

組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。
町
全
体
で
 

取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
集
落
・
 

地
域
の
自
立
意
識
の
向
上
や
、
住
民
 

自
ら
の
地
域
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
 

へ
と
発
展
す
る
よ
う
推
進
し
て
い
き
 

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

　
本
事
業
の
活
動
は
、
農
家
だ
け
で
 

な
く
、
地
域
住
民
や
自
治
区
、
関
係
 

団
体
を
含
め
た
、
地
域
全
体
の
共
同
 

活
動
に
よ
り
、
取
り
組
む
こ
と
に
な
 

           り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
事
業
を
円
滑
に
進
め
る
た
 

め
、
町
内
全
体
の
活
動
組
織
と
し
て
、
 

任
意
の
団
体
「
に
し
あ
い
づ
水
・
土
 

・
里
（
み
ど
り
）
環
境
委
員
会
」
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
 

  み
ん
な
で
支
え
る
活
動
組
織
 

「
に
し
あ
い
づ
 

 　
水
・
土
・
里
環
境
委
員
会
」
 

  水
（
み
）
農
業
用
水
路
や
水
環
境
 

土
（
ど
）
農
地
や
農
道
　
　
　
　
 

里
（
り
）
集
落
や
地
域
　
　
　
　
 

み
ど
り
　
豊
か
な
自
然
環
境
 

 　
委
員
会
に
は
、「
全
体
委
員
会
」
と

町
内
の
５
地
区
ご
と
に
組
織
さ
れ
た

野
沢
・
尾
野
本
・
群
岡
・
新
郷
・
奥

川
の「
地
区
委
員
会
」が
あ
り
ま
す
。
 

                  ◇
全
体
委
員
会
 

　
各
地
区
委
員
会
か
ら
推
薦
さ
れ
た
 

自
治
区
長
の
代
表
　
名
と
、
土
地
改
 

良
区
、
農
業
委
員
会
、
農
協
、
森
林
 

組
合
の
代
表
で
構
成
さ
れ
、
町
全
体
 

の
事
業
調
整
や
事
業
運
営
の
総
合
調
 

整
を
担
当
し
ま
す
。
 

  ◇
地
区
委
員
会
 

　
自
治
区
長
や
各
種
団
体
の
代
表
者
 

な
ど
で
構
成
さ
れ
、
地
区
内
の
自
治
 

区
か
ら
出
さ
れ
た
重
点
事
業
の
事
業
 

調
整
を
行
い
ま
す
。
ま
た
地
区
全
体

の
環
境
を
守
り
、
向
上
さ
せ
る
た
め

の
取
り
組
み
を
計
画
し
た
り
、
実
践

活
動
を
行
う
組
織
で
す
。
 

10

み
　
　
ど
　
　
り
 

「
農
地

「
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
」

環
境
保
全
向
上
対
策
」
 

地
域
の
環
境
を
み
ん
な
で
守
ろ
う
！

地
域
の
環
境
を
み
ん
な
で
守
ろ
う
！
 

農地・水・環境保全向上対策説明会 
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45 45 45

み
ん
な
で
地
域
を
ま
も
り
 

　
　
　
豊
か
な
自
然
環
境
を
 

　
　
　
　
　
　
次
の
世
代
に
・
・
 

に
し
あ
い
づ
 

　
水
・
土
・
里
環
境
委
員
会
役
員
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）
 

会
長
　
土
地
改
良
区
副
理
事
長
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
岩
男
 

副
会
長
　
野
沢
地
区
自
治
区
長
連
絡
協
 

　
　
　
議
会
長
　
　
　
斎
藤
　
宏
一
 

監
事
　
群
岡
地
区
自
治
区
長
連
絡
協
 

　
　
　
議
会
長
　
　
　
石
川
　
一
史
 

監
事
　
奥
川
地
区
自
治
区
長
連
絡
協
 

　
　
　
議
会
長
　
　
　
小
野
木
秀
一
 

             【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
経
済
振
興
課
農
林
振
興
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
│
４
５
３
１
 

　
地
域
整
備
課
管
理
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
│
４
５
３
０
 

　
に
し
あ
い
づ
水
・
土
・
里
環
境
委
 

　
員
会
事
務
局
（
土
地
改
良
区
）
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
│
４
２
５
８
 

副会長 
斎藤宏一さん 
　　（３町内） 
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          語
学
教
育
と

国
際
理
解
の
推
進
 

　
外
国
語
指
導
助
手
と
国
際
交
流
員
を
継
続
し
 

て
配
置
し
ま
す
。
中
学
生
の
英
語
指
導
を
は
じ
 

め
、
小
学
生
や
保
育
所
児
童
、
さ
ら
に
は
町
民
 

の
方
々
に
も
学
年
、
年
齢
に
応
じ
た
計
画
的
な
 

指
導
に
よ
り
、
語
学
教
育
の
充
実
と
国
際
理
解
 

の
推
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
 

          学
力
と

体
力
の
向
上
 

　
安
全
で
安
心
で
き
る
学
校
教
育
環
境
の
充
実
 

と
児
童
生
徒
の
学
力
と
体
力
の
向
上
を
図
る
た
 

め
、
ゆ
と
り
あ
る
教
育
活
動
を
展
開
す
る
中
で
、
 

創
意
工
夫
を
生
か
し
た
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
 

推
進
し
ま
す
。
そ
し
て
基
礎
的
、
基
本
的
学
力
 

の
定
着
を
図
り
「
確
か
な
学
力
」
を
育
ん
で
い

き
ま
す
。
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
確
か
 

な
学
力
の
向
上
や
個
性
を
引
き
出
す
教
育
の
推
 

進
の
た
め
、
学
力
向
上
推
進
事
業
を
実
施
し
ま
 

す
。
ま
た
、
教
職
員
の
資
質
の
向
上
を
図
る
た
 

め
、
学
校
教
育
指
導
委
員
を
委
嘱
し
、
研
究
実
 

践
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。
 

  ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
教
育
 

　
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
教
育
は
、
平
成
 

　
年
度
か
ら
会
津
大
学
清
野
正
哉
助
教
授
の
指

導
の
も
と
、
子
ど
も
が
将
来
社
会
の
一
員
と
し

て
、一
人
で
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
な
力「
自
 

ら
考
え
行
動
し
、
問
題
を
解
決
し
て
い
け
る
開

拓
者
精
神
と
自
立
心
」
を
養
う
こ
と
を
目
的
に

実
施
し
て
い
ま
す
。
 

　
本
年
度
に
お
い
て
も
、児
童
生
徒
の「
生
き
る

力
」を
育
む
た
め
、継
続
し
て
行
っ
て
い
き
ま
す
。
 

15
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 複
式
学
級
緩
和
対
策
事
業
 

　
児
童
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
学
習
指
導
の
一
 

層
の
充
実
を
図
る
た
め
、
小
学
校
に
町
単
独
で
 

採
用
し
た
講
師
を
配
置
し
、
学
習
内
容
の
習
熟
 

に
応
じ
た
学
習
指
導
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
 

  特
別
支
援
教
育
 

　
様
々
な
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
の
、
可
能
性
 

を
最
大
限
に
引
き
伸
ば
し
、
そ
の
児
童
生
徒
が
、
 

自
立
し
社
会
参
加
す
る
た
め
に
必
要
な
力
を
育
 

み
ま
す
。
町
単
独
で
採
用
し
た
学
習
支
援
員
を
 

必
要
に
応
じ
て
配
置
し
、
障
害
の
あ
る
児
童
生
 

徒
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
て
、
特
別
支
 

援
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
 

  Ｉ
Ｃ
Ｔ
社
会
の
教
育
環
境
 

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
社
会
に
対
応
し
た
教
育
環
境
の
整
備
 

を
す
る
た
め
、
小
学
校
と
中
学
校
の
パ
ソ
コ
ン
 

を
は
じ
め
と
す
る
情
報
機
器
の
更
新
を
行
い
ま
 

す
。
情
報
教
育
の
指
導
体
制
と
教
育
環
境
の
一
 

層
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
 

 国
際

芸
術
村
 

             　
平
成
　
年
９
月
に
開
村
し
た
国
際
芸
術
村
に

つ
い
て
は
、
文
化
の
薫
り
高
い
芸
術
の
里
づ
く

り
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
芸
術
を
と
お
し
た

国
際
交
流
や
都
市
と
地
方
を
結
ぶ
交
流
の
拠
点

と
し
て
活
用
し
ま
す
。
新
郷
地
区
は
も
と
よ
り
、
 

町
全
体
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。
　
　
 

　
本
年
度
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
か
ら
２
名
の
芸
術
 

家
を
迎
え
る
予
定
で
す
。
 

  学
校
施
設
の

耐
震
診
断
 

　
法
律
の
定
め
に
よ
り
、
昭
和
　
年
以
前
に
建

築
し
た
学
校
施
設
は
、
耐
震
診
断
と
耐
震
改
修
 

を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
学
校
施
設
は
、
教
育
活
動
の
場
で
あ
る
と
同
 

時
に
災
害
時
の
緊
急
避
難
場
所
に
も
な
っ
て
い
 

ま
す
。
町
内
５
つ
の
小
学
校
は
、
計
画
的
に
耐
 

震
診
断
を
行
い
、
耐
震
診
断
後
は
、
耐
震
改
修
 

計
画
を
作
成
し
、
計
画
的
に
改
修
を
し
て
い
き
 

ま
す
。
 

 沖
縄
・

い
わ
き
交
流
事
業
 

　
「
沖
縄
県
大
宜
味
村
」
と
「
い
わ
き
市
立
豊
 

間
小
学
校
」
の
児
童
生
徒
と
の
交
流
事
業
は
、
 

児
童
生
徒
が
異
な
っ
た
地
域
の
気
候
や
生
活
習
 

慣
、
食
文
化
等
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
 

見
識
を
広
め
、
心
身
の
健
全
な
育
成
を
図
れ
る
 

こ
と
か
ら
、
情
操
教
育
の
一
環
と
し
て
引
き
続
 

き
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
 

  学
校
給
食
と

ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
 

　
平
成
　
年
度
の
学
校
給
食
に
お
け
る
ミ
ネ
ラ

ル
野
菜
の
年
間
使
用
率
は
、
　
％
で
し
た
。
安

全
で
栄
養
価
が
高
く
、
そ
し
て
生
産
者
の
顔
が

見
え
る
地
元
の
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
の
使
用
率
を
引

き
続
き
高
め
て
い
き
ま
す
。
 

　
さ
ら
に
学
校
給
食
に
お
い
て
は
、
児
童
生
徒
 

の
食
生
活
の
基
礎
を
築
く
た
め
、
食
育
の
充
実
 

に
努
め
て
い
き
ま
す
。
 

 放
課
後

子
ど
も
プ
ラ
ン
 

             　
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
、
下
校
時
間
に
 

保
護
者
が
就
労
等
に
よ
り
、
家
庭
に
い
な
い
小
 

学
校
低
学
年
の
児
童
を
対
象
と
し
た
「
ひ
だ
ま
 

り
子
ど
も
ク
ラ
ブ
」
と
、
奥
川
小
学
校
の
児
童

を
対
象
に
地
域
の
方
々
と
先
生
が
協
働
で
運
営

し
て
い
る
「
奥
川
ク
ラ
ブ
こ
め
ら
っ
子
」
を
引

き
続
き
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
本
年
度
は
、
新

た
に
新
郷
小
学
校
と
群
岡
小
学
校
の
児
童
を
対

象
と
し
た
「
放
課
後
子
ど
も
ク
ラ
ブ
」
を
そ
れ

ぞ
れ
の
学
校
区
に
設
置
し
て
い
き
ま
す
。
 

  教
育
相
談
員
の
設
置
 

　
教
育
全
般
に
わ
た
っ
て
生
じ
る
児
童
生
徒
の
 

問
題
行
動
で
、
特
に
い
じ
め
や
不
登
校
等
の
問
 

題
解
決
が
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
児
童
生
徒
の
様
々
な
問
題
行
動
に
対
処
す
る

た
め
、
町
単
独
で
採
用
し
た
教
育
相
談
員
を
必

要
に
応
じ
て
各
学
校
に
配
置
し
、
児
童
生
徒
の

心
の
ケ
ア
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
 

18

16

47

56
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長谷川夏花ちゃん 
（下野尻・竹雄） 

伊藤　那恋ちゃん 
（牧・日出男） 

齋藤　朱峰ちゃん 
（堀越・実） 

相原　侑奈ちゃん 
（芝草・義孝） 

笠間　　萌ちゃん 
（下小屋・邦浩） 

喫煙者が吸う 
たばこの煙 

主流煙 

たばこの火から 
立ちのぼる煙 

副流煙 

47

  　
３
月
９
日
、
３
歳
児
９
名
を
対
象
に
健
康
診
 

査
を
行
っ
た
結
果
、
虫
歯
の
な
い
子
は
５
名
で
 

し
た
。
 

  　
町
で
は
、
平
成
　
年
度
に
喫
煙
対
策
推
進
委

員
会
を
立
ち
あ
げ
ま
し
た
。
そ
の
取
り
組
み
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
平
成
　
年
度
に
は
、
分
煙
化

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
、
学
校
・
事
業
所
に

配
布
し
ま
し
た
。
ま
た
平
成
　
年
度
に
は
、
家

庭
で
の
分
煙
の
必
要
性
、
未
成
年
者
や
妊
産
婦

の
喫
煙
防
止
の
た
め
ミ
ニ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作

成
し
、
全
戸
配
布
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
 

　
今
後
も
こ
れ
ら
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、
 

分
煙
化
を
推
進
し
て
行
き
ま
す
。
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
、
安
心
し
て
快
適
に
暮
ら
せ
る
分

煙
の
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
 

         　
喫
煙
対
策
推
進
委
員
会
で
は
、
昨
年
、
分
煙
 

化
推
進
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
し
た
。
優
秀
な
 

作
品
を
ポ
ス
タ
ー
に
し
て
、
今
後
、
集
会
場
や
 

小
中
学
校
、
役
場
な
ど
に
掲
示
し
て
分
煙
化
を
 

推
進
し
ま
す
。
分
煙
化
の
推
進
に
は
、
町
民
や

行
政
が
協
力
し
合
い
、
職
場
や
地
域
で
積
極
的

に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
 

い
し
ま
す
。
 

 【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
│
２
３
０
６
 

  　
平
成
　
年
に
開
催
し
た
『
百
歳
へ
の
挑
戦
パ
 

ー
ト
Ⅲ
』
で
、
本
町
で
は
　
歳
・
　
歳
代
の
男

女
の
喫
煙
率
が
全
国
平
均
を
上
回
り
、
こ
れ
を

反
映
す
る
よ
う
に
肺
が
ん
に
よ
る
死
亡
率
の
増

加
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
タ
バ
コ
の
煙
に
は
、
主
流
煙
と
副
流
煙
が
あ
 

り
ま
す
。
有
害
物
質
は
主
流
煙
よ
り
副
流
煙
に
 

高
い
濃
度
で
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
吸
わ
な
い
 

人
も
受
動
喫
煙
に
よ
る
様
々
な
健
康
被
害
を
受
 

け
て
い
ま
す
。
 

       ☆
女
性
の
喫
煙
に
は
危
険
が
い
っ
ぱ
い
！
 

　
子
宮
が
ん
、
骨
粗
し
ょ
 

う
症
の
ほ
か
、
流
産
・
死
 

産
・
早
産
、
低
体
重
児
出
 

産
、
乳
幼
児
突
然
死
症
候
 

群
の
危
険
が
高
ま
り
ま
す
。
 

シ
ミ
、
肌
荒
れ
の
原
因
に
 

も
な
り
ま
す
。
 

 ☆
子
ど
も
が
吸
う
と
体
へ
の
害
が
深
刻
！
 

　
タ
バ
コ
は
若
い
時
に
吸
 

い
は
じ
め
る
ほ
ど
や
め
に
 

く
く
、細
胞
が
傷
つ
き
や
す
 

く
な
り
ま
す
。そ
の
た
め
、
 

が
ん
や
心
臓
病
な
ど
に
か
 

か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
 

15

30

40

16

16

17
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　４月１５日、春季消防検閲が消防団員、女性消防 
隊員およそ４００人が参加し行われました。 
　野沢町内で行われた分列行進では、きびきびとし 
た一糸乱れぬ行進を見せました。 
　また、大槻橋上流での放水訓練では、本番さなが 
らの動きで真剣に取り組むとともに、日頃の訓練の 
成果を披露していました。 

　４月６日、町内の各小・中学校で入学式が行われ 
ました。 
　午前中に行われた小学校の入学式では、ピカピカ 
のランドセルを背負った新１年生が、お父さんやお 
母さんに手を引かれ登校しました。 
　午後は、中学校の入学式が行われ、新しい制服に 
身を包んだ新入生が入学しました。 
　緊張の面持ちの１年生は、新しい環境に不安を感 
じながらも、希望に満ちた学校生活をスタートさせ 
ました。 

　
４
月
６
日
か
ら
　
日
ま
で
の
７
日
 

間
に
わ
た
り
、
春
の
交
通
安
全
運
動
 

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
の
運
動
期
間
に
合
わ
せ
、
町
交
 

通
会
及
び
交
通
安
全
母
の
会
会
員
の
 

方
が
中
心
と
な
り
、
町
内
７
カ
所
で
 

毎
朝
街
頭
啓
発
を
行
な
い
ま
し
た
。
 

　
街
頭
啓
発
で
は
、
登
校
中
の
小
・
 

中
学
生
を
見
守
る
と
と
も
に
、
通
勤
 

途
中
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
向
け
て
、
シ
 

ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
を
呼
び
か
け
る
 

な
ど
し
て
、
交
通
安
全
を
訴
え
ま
し
 

た
。
 

まちの 

話題 
まちの 

話題 

　
４
月
　
日
、
平
成
　
年
度
 

の
自
治
区
長
会
議
が
、
町
公
 

民
館
で
行
わ
れ
、
今
年
度
か
 

ら
新
た
に
自
治
区
長
に
委
嘱
 

さ
れ
る
　
名
に
委
嘱
状
が
交
 

付
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
会
議
で
は
、
町
か
ら
今
年
 

度
の
予
算
と
財
政
状
況
、
主
 

な
重
点
事
業
に
つ
い
て
の
説
 

明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
自
治
区
長
の
皆
さ
ん
に
は
、
 

地
域
と
行
政
の
橋
渡
し
と
し
 

て
、
町
政
伸
展
に
ご
協
力
を
 

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

1540

19

委
嘱
状
を
受
け
取
る
 

平
明
自
治
区
長
の
仲
川
徳
喜
さ
ん
 

▲
 

▲
 

▲
 

12

西
会
津
中
学
校
入
学
式
 

群
岡
小
学
校
入
学
式
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昨年度の少年教室から「化石発掘体験」 

国重要文化財「円満寺観音堂」 

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ

　
マ
ナ
ビ
ィ 

″ 

″ 

み
ん
な
で

み
ん
な
で
 

　
楽
し
い
学
習
を
…

　
楽
し
い
学
習
を
…
 

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ 

″ 

″ 

み
ん
な
で
 

　
楽
し
い
学
習
を
…
 

10

12

17

し
、
上
級
生
は
下
級
生
を
育
成
し
、
下
級
生
は

上
級
生
を
敬
い
、
そ
し
て
下
級
生
が
上
級
生
に
 

進
級
し
た
時
は
、
今
度
は
下
級
生
を
育
成
す
る
 

と
い
っ
た
縦
の
つ
な
が
り
を
持
た
せ
な
が
ら
５
 

月
　
日
（
土
）
か
ら
活
動
し
て
い
き
ま
す
。
 

   　
「
郷
土
史
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
は
、
平
成
　
年
度
 

ま
で
町
の
歴
史
を
学
び
、
郷
土
史
に
対
す
る
理

解
を
深
め
る
目
的
で
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
 

　
今
回
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
要
望
に
よ
り

郷
土
史
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
６
月
か
ら
開
催
し
、
現
 

地
研
修
も
含
め
、
実
り
あ
る
講
座
に
し
て
い
き
 

ま
す
。
 

　
前
ペ
ー
ジ
で
ご
紹
介
し
た
「
ふ
る
さ
と
触
れ
 

愛
講
座
」
は
、
広
く
浅
く
歴
史
や
自
然
を
学
習
 

し
ま
す
が
、
本
講
座
で
は
詳
し
く
歴
史
の
ひ
も
 

を
解
い
て
い
き
ま
す
。
 

   　
働
く
女
性
等
を
対
象
に
、
自
発
的
な
学
習
意
 

欲
を
高
め
、
豊
か
な
人
間
性
、
資
質
や
能
力
向
 

上
を
図
る
た
め
の
講
座
を
６
月
か
ら
開
催
す
る

予
定
で
す
。
 

   　
食
を
め
ぐ
る
現
状
は
、「
肥
満
や
生
活
習
慣
病
 

の
増
加
」「
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
偏
っ
た
食
事
や
不
 

規
則
な
食
事
の
増
加
」「
食
の
安
全
性
の
問
題
」
 

な
ど
、
食
育
に
関
し
て
全
国
的
に
問
題
と
な
っ
 

て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
の
朝
食
の
欠
食
率
 

の
増
加
か
ら
学
力
低
下
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
 

き
ま
す
が
、
新
た
に
「
エ
コ
ク
ラ
ブ
」
を
開
催
 

し
、
親
子
を
対
象
と
し
て
自
然
を
フ
ィ
ー
ル
ド
 

と
し
た
活
動
を
行
い
、
親
子
の
絆
と
子
ど
も
の
 

忍
耐
力
な
ど
も
育
ん
で
い
き
ま
す
。
 

　
第
１
回
目
の
学
習
会
は
、
６
月
　
日
（
日
）
 

に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。
夏
に
は
キ
ャ
 

ン
プ
な
ど
、
四
季
の
特
徴
を
活
か
し
た
活
動
を
 

年
４
回
実
施
し
ま
す
。
 

                   　
昨
年
度
ま
で
は
、
野
沢
・
尾
野
本
・
群
岡
の

各
小
学
校
児
童
を
対
象
に
、
３
・
４
年
生
と
５
 

・
６
年
生
に
別
れ
、
少
年
教
室
を
開
催
し
ま
し
 

た
。
い
ろ
い
ろ
な
体
験
活
動
を
と
お
し
て
、
青
 

少
年
の
健
全
育
成
と
仲
間
づ
く
り
を
支
援
し
て
 

き
ま
し
た
。
 

　
本
年
度
は
、
３
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
児
 

童
を
対
象
と
し
て
一
ク
ラ
ス
で
の
教
室
を
開
催
 

う
か
。
 

　
本
町
の
文
化
財
や
豊
か
な
自
然
を
見
る
だ
け
 

で
は
な
く
、
歴
史
的
背
景
や
由
来
な
ど
を
学
習
 

す
る
こ
と
に
よ
り
、
必
ず
皆
さ
ん
の
見
聞
も
広
 

が
り
ま
す
。
そ
し
て
、
郷
土
を
愛
す
る
こ
と
が
 

で
き
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
そ
の
良
 

さ
を
伝
え
て
い
た
だ
け
る
と
と
も
に
、
自
信
を

持
っ
て
町
を
紹
介
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
 

う
か
。
そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
も
本
町
の
良
さ
 

が
分
か
り
、
郷
土
を
愛
し
、
将
来
地
元
に
帰
っ
 

て
来
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
 

　
こ
の
講
座
は
５
月
中
旬
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
 

す
。
 

                 　
昨
年
は
、
森
林
環
境
交
付
金
の
一
部
を
活
用
 

し
、
本
町
の
豊
か
な
自
然
を
守
り
後
世
に
伝
え
 

る
た
め
、
各
種
講
座
等
を
通
し
て
学
習
会
を
行
 

っ
て
き
ま
し
た
。
本
年
度
も
自
然
探
勝
な
ど
を
 

行
い
、
郷
土
愛
と
森
林
保
護
の
心
を
育
ん
で
い
 

                     　
町
公
民
館
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
様
々
な

ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す
る
た
め
、
本
年
度
か
ら
新

た
な
教
室
や
講
座
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。
 

　
本
号
で
は
、
そ
の
新
し
く
ス
タ
ー
ト
す
る
講

座
を
中
心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

   　
皆
さ
ん
は
、
西
会
津
の
歴
史
や
自
然
な
ど
、
 

誇
り
を
持
っ
て
何
か
を
紹
介
で
き
る
も
の
が
あ
 

り
ま
す
か
。
ま
た
、
出
ケ
原
の
円
満
寺
観
音
堂
 

や
西
平
の
鳥
追
観
音
な
ど
、
多
く
の
文
化
財
も
 

あ
り
ま
す
が
、
一
度
は
訪
れ
た
こ
と
は
あ
っ
て
 

も
歴
史
的
背
景
や
由
来
な
ど
を
ご
存
知
で
し
ょ
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放課後対策「ひだまり子どもクラブ」 

地域が育む、地域の子ども 
（奥川こめらっ子） 

松賀岡公園を通過 
　　　　あと３kmです… 

〈
お
詫
び
と
訂
正
〉
 

　
全
戸
配
布
し
た「
ス
ポ
ー
ツ
カ
レ
ン
ダ
ー
」
 

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
し
、
お
詫
び
 

し
ま
す
。
 

誤
…
７
月
８
日
尾
野
本
地
区
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
 

　
　
大
会
 

正
…
７
月
８
日
尾
野
本
地
区
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
 

　
　
大
会
 

45

　
公
民
館
事
業
に
参
加
し
に
く
い
方
々
に
 

対
し
て
、
学
習
し
や
す
い
よ
う
に
地
区
の
 

集
会
所
等
を
活
用
し
て
、
学
習
の
機
会
を
 

提
供
す
る
た
め
、
出
前
講
座
を
行
っ
て
い
 

ま
す
。
 

　
昨
年
度
ま
で
は
冬
期
間
の
実
施
で
し
た
 

が
、
本
年
度
は
、
年
間
を
通
し
て
実
施
し
 

ま
す
。
 

　
各
自
治
区
２
回
ま
で
で
す
が
、
歴
史
講
 

座
・
健
康
講
話
・
民
謡
・
ダ
ン
ス
・
料
理
 

・
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
、
ご
要
望
が
あ
り
ま
 

し
た
ら
、
自
治
区
長
を
通
し
て
公
民
館
ま
 

た
は
新
郷
連
絡
所
、
奥
川
支
所
へ
お
申
込
 

く
だ
さ
い
。
 

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
食
育
と
は
「
生
き
る
う
え
で
の
基
本
で
あ
っ
 

て
、
知
育
、
徳
育
及
び
体
育
の
基
礎
と
な
る
べ
 

き
も
の
」「
様
々
な
経
験
を
通
じ
て
食
に
関
す
る
 

知
識
と
食
を
選
択
す
る
力
を
習
得
し
、
健
全
な
 

食
生
活
を
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
間
を
育
 

て
る
こ
と
」
で
す
。
 

　
若
い
女
性
や
子
ど
も
を
持
つ
母
親
を
対
象
と
 

し
て
料
理
教
室
を
行
い
、
食
育
に
つ
い
て
学
習

し
、
健
康
な
町
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
予
定

で
す
。
 

　
そ
の
他
に
も
昨
年
度
実
施
し
た
講
座
等
を
行

い
ま
す
。
後
日
、
募
集
の
ご
案
内
を
い
た
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

                  　
講
座
等
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
公
民
館
 

へ
お
願
い
し
ま
す
。
 

　
町
公
民
館
　
　
　
　
　
　
　
　
│
３
２
４
４
 

　
コ
ー
ス
は
、奥
川
小
学
校
を
出
発
し
、山
浦
・
 

松
峯
を
経
由
し
、
小
山
ま
で
つ
づ
く
旧
街
道
を
 

通
り
、
学
校
ま
で
の
約
８
㎞
で
し
た
。
旧
街
道
 

の
途
中
に
あ
る
松
賀
岡
公
園
で
は
、
矢
部
征
男
 

さ
ん
に
よ
る
当
時
の
公
園
が
整
備
さ
れ
た
状
況
 

や
歌
碑
に
書
か
れ
て
い
る
２
句
の
説
明
を
受
け
 

る
な
ど
、
有
意
義
な
１
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
 

き
ま
し
た
。
 

               課
後
子
ど
も
教
室
」
を
実
施
し
ま
す
。
 

　
奥
川
地
区
で
は「
奥
川
ク
ラ
ブ
こ
め
ら
っ
子
」
 

を
平
成
　
年
度
か
ら
行
っ
て
き
ま
し
た
。
本
年

度
は
４
月
　
日
（
日
）
に
開
講
式
と
親
子
で
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
奥
川
小
学
校
校
庭
で
行
い

ま
し
た
。
平
日
は
月
・
金
曜
日
に
子
ど
も
の
安

全
確
保
と
合
わ
せ
て
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
て

い
き
ま
す
。
 

　
群
岡
と
新
郷
地
区
で
は
、
５
月
中
旬
か
ら
行
 

う
こ
と
で
地
区
の
方
々
や
小
学
校
、
保
護
者
と
 

調
整
し
て
い
ま
す
。平
日
の
活
動
日
と
し
て
は
、
 

群
岡
地
区
は
月
・
金
曜
日
、
新
郷
地
区
は
火
・
 

木
曜
日
の
予
定
で
す
。
 

   　
４
月
　
日
（
日
）
好
天
の
も
と
、
奥
川
へ
と

へ
と
ク
ラ
ブ
の
主
催
で
奥
川
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が

開
催
さ
れ
、
子
ど
も
　
名
を
含
む
　
名
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。
 

   　
４
月
２
日
（
月
）
に
高
齢
者
生
活
支
援
ハ
ウ

ス
に
お
い
て
「
ひ
だ
ま
り
子
ど
も
ク
ラ
ブ
」
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
 

　
こ
の
ク
ラ
ブ
は
、
働
く
保
護
者
へ
の
支
援
と
、
 

児
童
の
健
全
育
成
及
び
事
故
防
止
を
図
る
た
め
、
 

野
沢
小
学
校
と
尾
野
本
小
学
校
の
児
童
を
対
象

に
平
成
　
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
本
年
度

は
　
名
を
受
け
入
れ
し
、
年
間
を
通
し
て
月
曜

か
ら
金
曜
日
の
午
後
３
時
か
ら
６
時
ま
で
行
い
、
 

新
た
に
夏
休
み
期
間
中
な
ど
は
午
前
８
時
　
分

か
ら
子
ど
も
を
預
か
り
、
働
く
保
護
者
の
支
援

対
策
を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。
 

                  　
放
課
後
対
策
と
し
て
、
子
ど
も
の
安
全
確
保
 

の
た
め
群
岡
・
新
郷
・
奥
川
の
各
地
区
で
「
放
 

27

30

14
29

15

16

32

17



14

みんなの広場 みんなの広場 
田
部
　
　
薫
 

　
　
〔
西
　
平
〕
 
さ ん 

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
西
会
津
中
学
校
図
書
館
会
員
の
方
に
、
お
気
に
 

入
り
の
図
書
館
蔵
書
を
一
冊
紹
介
し
て
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
 

　
今
月
は
、
長
谷
川
恭
子
さ
ん
（
梨
平
）
に
お
勧
め
の
一
冊
を
紹
介
い
 

た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
「『
日
本
一
短
い
「
母
」
へ
の
手
紙（
福
井
県
丸
岡
町
編
・
大
巧
社
）』
 

こ
の
本
は
、
「
母
」
か
ら
生
ま
れ
た
人
に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
一
冊
で
 

す
。
」
 

　
「
こ
の
本
は
、
平
成
５
年
度
第
１
回
「
一
筆
啓
上
賞
―
日
本
一
短
い
 

『
母
』
へ
の
手
紙
」
の
受
賞
作
品
を
本
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
こ
の
 

本
の
中
に
は
、「
母
」へ
の
想
い
が
短
い
文
章
の
中
に
、
様
々
な
表
現
で
 

表
さ
れ
て
い
て
、
一
つ
ひ
と
つ
の
作
品
に
「
ド
ラ
マ
」
が
あ
り
、
と
て
 

も
感
動
し
ま
し
た
。
」
 

と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
こ
の
本
の
中
で
、
１
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
作
品
を
尋
ね
る
と
 

　
「『
話
せ
な
く
て
も
い
い
　
寝
た
き
り
で
も
い
い
　
生
き
て
い
て
く
れ
 

る
だ
け
で
　
ホ
ッ
カ
ホ
カ
な
ん
だ
』
（
岐
阜
県
　
歳
の
作
品
）
が
印
象
 

に
残
っ
て
い
ま
す
。
私
事
で
す
が
、
小
学
校
６
年
生
の
と
き
に
突
然
母
 

が
亡
く
な
り
、
そ
の
と
き
の
私
の
 

想
い
と
同
じ
だ
っ
た
の
で
、
と
て
 

も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
 

　
私
自
身
、
何
ひ
と
つ
孝
行
が
で
 

き
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
本
を
読
 

み
な
が
ら
、
「
母
」
を
想
っ
て
い
 

ま
す
。
 

　
ぜ
ひ
、
人
生
の
節
目
の
度
に
、
 

読
み
返
し
て
も
ら
い
た
い
一
冊
で
 

す
。
」
 

と
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　目黒久美子さん（4月号から） 
◆　メッセージ　◆ 
　いつもお世話になっています。 

あなたの趣味は？ 
　カラオケ（演歌） 
 
あなたの特技は？ 
　料理（カレーづくり） 
 
熱中していることは？ 
　会社の仕事 
 
あなたのモットーは？ 
　無心で情熱を絶やさず、今 
を生きること 
 
自分を一言で表現するとしたら？ 
　正直者だと思います 

これからやってみたいことは？ 
　子どもたち（娘）２人も社会 
人になり、まずは一安心。近い 
将来、家内とともに温泉巡りの 
旅を楽しみたいと夢見ています 
 
最近感動したことは？ 
　テレビで「男たちの大和」を、 
見ました。戦争の悲惨さと若く 
して家族、そして愛する人との 
別れなど、当時の生きることへ 
の思いに考えさせられました 
 
次の方を紹介してください。 
　Ｅ・Ｙさん（中ノ沢） 

あ
な
た
の
宝
物
は
？
 

『
子
ど
も
の
頃
の
着
物
』
　
 

　
「
私
が
生
ま
れ
た
と
き
、
奥
川
の
 

　
　
母
の
実
家
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
 

　
　
そ
う
で
す
。
生
ま
れ
た
ば
か
り
 

　
　
の
私
が
、
こ
れ
を
着
て
お
宮
参
 

　
　
り
に
行
っ
た
と
思
う
と
、
感
無
 

　
　
量
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
 

　
　
私
と
母
の
大
切
な
宝
物
で
す
」
 

40
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　総務省では、本町を担当する行政相談員として、山 
本義子さんを委嘱しています。 
　行政相談員は、国や特殊法 
人等の仕事についての苦情や 
意見・要望を受け付け、その 
解決をお手伝いします。 
　５月２１日（月）から２７日 
（日）までの１週間は、「春の 
行政相談週間」です。 
　同時に、特設人権相談所を 
開設しますので、いじめや家 
庭なの問題・近隣間のトラブルなど、この機会にご相 
談ください。相談は無料で秘密は堅く守られます。 
 ◆日時及び会場 
　　５月２２日（火） 
　　　午前９時３０分～正午　保健センター 
　　　午後１時～３時３０分　町公民館 
　　※行政相談に合わせて、午前１０時～午後３時ま 
　　　で、平成１９年度県政巡回相談も開設されます。 
　　５月２３日（水） 
　　　午前９時３０分～正午　新郷連絡所 
　　　午後１時～３時３０分　奥川小学校

 
◆人権相談員 
　　　沼澤望東子さん（牛尾） 
　　　平野　茂穂さん（上野尻） 
　　　猪俣ナヲ子さん（道目） 
【問い合わせ先】 
　　　総務税政課総務係　　４５－２２１１ 

山本　義子さん 
（９町内２） 

45

  　
町
で
は
、保
健
師
、理
学
療
法
士
、
 

介
護
福
祉
士
な
ど
を
め
ざ
し
、
修
学
 

ま
た
は
修
学
し
よ
う
と
し
て
い
る
方
 

の
う
ち
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
援
助
 

が
必
要
な
方
に
対
し
て
、
予
算
の
範
 

囲
内
で
修
学
資
金
を
お
貸
し
し
て
い
 

ま
す
。
 

◆
対
象
者
 

　
・
町
内
に
住
所
の
あ
る
方
 

　
・
修
学
の
た
め
に
転
出
し
た
方
 

　
・
町
内
の
高
校
を
卒
業
し
た
方
 

◆
修
学
資
金
 

　
月
額
３
６
　
０
０
０
円
以
内
（
無
 

　
利
子
）
 

 

　
詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
先
ま
で
。
 

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
健
康
福
祉
課
国
保
医
療
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
│
２
２
１
４
 

   ◎
退
職
（
３
月
　
日
付
）
 

　
伊
藤
重
人
（
地
域
整
備
課
）
 

　
長
谷
川
三
志
（
奥
川
支
所
）
 

◎
任
命
（
４
月
１
日
付
）
 

　
副
町
長
山
口
岩
男
 

　
町
専
門
員
斎
藤
正
健
 

◎
異
動
（
４
月
１
日
付
）
 

◆
総
務
税
政
課
　
副
主
査
小
林
和
洋

（
教
育
課
）
 

◆
ま
ち
づ
く
り
政
策
室
　
副
主
査
佐

藤
実
（
経
済
振
興
課
）
 

◆
健
康
福
祉
課
　
主
査
山
本
公
子
 

（
出
納
室
）
　
主
査
三
留
昭
生
（
議
 

会
事
務
局
）
　
副
主
査
伊
藤
千
佳
子
 

（
経
済
振
興
課
）
 

◆
経
済
振
興
課
　
課
長
補
佐
兼
農
業

委
員
会
事
務
局
長
田
崎
宗
作
（
経
済

振
興
課
）
　
地
域
活
性
係
長
五
十
嵐

博
文
（
地
域
整
備
課
）
主
査
五
十
嵐

悦
子
（
健
康
福
祉
課
）
主
査
高
津
典

通
（
教
育
課
）
　
主
査
上
野
静
江

（
町
民
情
報
課
）
 

◆
地
域
整
備
課
　
課
長
杉
原
徳
夫

（
地
域
整
備
課
）
　
課
長
補
佐
兼
管

理
係
長
酒
井
誠
明
（
地
域
整
備
課
）
 

建
設
係
長
平
井
克
美
（
地
域
整
備
課
）
 

主
査
岩
渕
東
吾
（
総
務
税
政
課
）
 

副
主
査
斎
藤
哲
（
経
済
振
興
課
）
 

◆
出
納
室
　
会
計
管
理
者
兼
室
長
長

谷
川
文
男
（
出
納
室
）
　
副
主
査
江

川
す
が
子
（
経
済
振
興
課
）
 

◆
教
育
課
　
主
査
佐
藤
忠
栄
（
経
済
 

振
興
課
）
 

◆
奥
川
支
所
　
支
所
長
鈴
木
義
孝

（
地
域
整
備
課
）
 

◆
議
会
事
務
局
　
主
査
斎
藤
正
利
 

（
健
康
福
祉
課
）
 

◎
復
職
 

　
総
務
税
政
課
主
査
小
柴
芳
成
　
健

　
康
福
祉
課
副
主
任
保
健
師
二
木
美
 

　
津
子
　
総
務
税
政
課
主
事
佐
藤
晋
 

　
子
 

,

31

教育課 
斎藤　孝洋 
（上野尻） 

経済振興課 
小澤　伸行 
（喜多方市） 

町民情報課 
渡部美由紀 
（１町内） 

☆
新
採
用
職
員
紹
介
☆
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渡　部　勝　喜（57）とめよ　　夫　　松　尾 
目　黒　義　正（90）　正　　　父　　松　尾 
渡　辺　澄　枝（61）常　男　　母　　西　林 
鈴　木　三　郎（83）キ　チ　　夫　　山　口 
増　子　ミ　キ（88）　正　　　母　　上野尻 
佐　藤　三　二（77）靜　子　　夫　　白　坂 
貝　沼　智　子（44）茂　雄　　妻　　小清水 
長谷沼　市　平（78）徳　義　　祖父　　小清水 
長谷川　三　郎（86）　律　　　夫　　梨　平 

人　口　　８，４４２人　　　－５７人 
　男　　　４，０４８人　　　－２８人 
　女　　　４，３９４人　　　－２９人 
世　帯　　２，９４２世帯　　－１０世帯 

〈前月比〉 

〈敬称略〉 

武　藤　一　騎く　ん　智一・佑子　　八重窪 
 
小　柴　大　和く　ん　弘二・みや子　戸　中 

いつ き 

やま と 

齋　藤　正　利　　山　口 
相　原　紀　子　　１町内 
 
二　瓶　　　光　　安　座 
長　澤　陽　子　　いわき市 

◆日時　５月 7日（月） 

　　　　　　25日（金） 

　　　　午前９時～ 

◆場所　老人憩の家 

◆電話　４５－４２５９ 

5月の納税等 
○水道料金・下水道料金 
○インターネット使用料 
○ケーブルテレビ使用料 

○土地改良区一般賦課金 
　　　　　　（全期） 

5月10日（木） 納期限 

5月31日（木） 納期限 

県立喜多方病院  

手 代 木 医 院  

黒河内内科神経科医院 

扇町渡部小児科アレルギー科医院 

佐 瀬 皮 膚 科 医院  

坂下厚生総合病院 

小 野 病 院  

鳴 瀬 病 院  

アピオ・リウマチクリニック 

さとう小児科医院 

あいづ整形外科リハビリテーションクリニック 

有 隣 病 院  

ひ ら の 医 院  

さいとう内科胃腸科クリニック 

浜 崎 小 児 科 医院  

志 波 医 院  

佐 原 病 院  

福田耳鼻咽喉科医院 

遠山胃腸科内科医院 

いいづかファミリークリニック 

えんどうクリニック 

菅 原 医 院  

0241（22）2181 

0241（22）0034 

0242（26）7815 

0242（25）5515 

0242（33）1122 

0242（83）3511 

0241（22）0414 

0241（24）3333 

0242（32）2277 

0242（24）0830 

0242（28）1205 

0241（24）5021 

0241（22）3135 

0242（38）3717 

0242（27）0951 

0242（22）0289 

0241（22）5321 

0241（24）4187 

0242（24）8911 

0242（32）3330 

0242（33）0700 

0242（83）2311

喜多方市
 

 

 

会津若松市 

 

会津坂下町 

喜多方市
 

 

 

会津若松市 

 

喜多方市
 

 

 

会津若松市 

 

喜多方市
 

 

 

会津若松市 

 

会津坂下町 

５月19日（第３週）受付時間11時まで 
 
　　西会津診療所　　４５－４２２８ 

医 療 機 関 名  　電 話 番 号 日
 
地　　区 

喜多方市 

会津若松市 

猪苗代町 

会津若松市 

会津坂下町 

会津若松市 

喜多方市 

会津若松市 

小 汲 歯 科 医 院  

渡 部 （ 博 ）歯科  

佐 藤 歯 科 医 院  

け い こ 歯 科  

酒 井 歯 科 医 院  

い し か わ 歯 科  

北 見 歯 科 医 院  

中 央 歯 科  

0241（22）0154 

0242（22）1124 

0242（62）3085 

0242（29）0550 

0242（83）1582 

0242（75）5550 

0241（22）4350 

0242（27）3065

13 
（日） 

13 
（日） 

20 
（日） 

27 
（日） 

医 療 機 関 名  　電 話 番 号 日
 
地　　区 

　緑の募金の収益金は、環境保全に利用されていま 
す。ひとりひとりの善意が緑を育てます。 
　ご協力をお願いします。 
 
【問い合わせ先】 
　経済振興課農林振興係　　４５－４５３１ 

20 
（日） 

27 
（日） 

6/3 
（日） 

6/3 
（日） 


